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マイクロソフト社とJavaの関係はい

つも微妙だ。.NET Framework上で

動作するJava言語系であるVisual J#

.NET（以下VJ#.NET）も最初に発売さ

れたVisual Studio .NETには含まれてお

らず、Visual Studio .NET 2003から含

まれるようになったという経緯がある。

VJ#.NETは、Java言語系であって

Java処理系ではない。一体どんな違い

があるのか戸惑うかもしれないが、ま

ずは図1をみてほしい。

本来、Javaは、JDKに含まれている

コンパイラにより中間言語（Javaバイ

トコード）にコンパイルされ、その中

間言語がさまざまなOS用JRE（ランタ

イムとJavaVMなど）上で共通して動

作するまでを含めてJavaと言う。つま

り、Java開発環境から実行環境までの

トータル的な処理系がJavaなのだ。

では、VJ#.NETはどうか。VJ#.NET

には、JDK1.1.4に含まれているランタ

イムルーチンと互換性のあるランタイ

ムルーチンが付属している。このため、

VJ#.NETは、JDK1.1.4相当のコードを

記述してコンパイルすることができる。

しかしながら、そのコンパイル結果は、

MSIL（Microsoft Intermediate Langu

age：中間言語）であり、JRE上で動作

するのではなく、.NET Framework上

で動作するので、厳密な意味ではJava

とは言えないのだ。

さらに、VC++.NETは、MFCやATL

などを使って、.NET Frameworkから

切り離されたアンマネージコードな実

行ファイルを生成できるが、今のとこ

ろVJ#.NETでJavaバイトコードを生成

する方法はない。

VJ#.NETの基本文法は、Java言語そ

のものだ。しかし、実際にコードを書

いてゆくと問題が発生することがある。

それは、標準クラスライブラリの違い

コードから見える
.NETとJavaの微妙な関係
.NETでJavaする方法、伝授します初音 玲

HATSUNE, Akira

特 集FEATURE

4
充実してきた.NET開発環境の実使用例を完全解説

初心者には全部無料、エキスパートには定番

はじめに

Javaからみた
VJ#.NET

Visual Basic .NET

Visual C# .NET

SQL Server 2000

Oracle 9i

Access 2002

ASP.NET

Internet Information Services

Other :

Visual J# .NET

Technology Tools

Level

Samples

★ ★ ★ ★ ★

・この記事で取り上げたソースコードおよび
サンプルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥F04ディレクトリに収録し
ています。

¥0311VJ01
VJ#.NETフォームサンプル

¥0311VJ02
VJ#.NETクラスサンプル

¥0311VJ03
VJ#.NET複数プロジェクトサンプル

¥0311VJ04
VJ#.NETライブラリサンプル

¥0311VBVJ
VB.NETからVJ#.NETライブラリを利用す
るサンプル

★ ★

✓

VJ#.NETの基本文法



72 dotNET Magazine 2003 Nov.

だ。Javaの場合、JREに含まれている

クラスライブラリが基本となるが、この

クラスライブラリと.NET Framework

クラスライブラリの間には互換性がな

い。さらに、互換性がないにもかかわ

らず文法的には同じため、たとえば、

変数型などは非常に混乱を招くような

状態になっている。

変数型の違い

たとえば、倍精度浮動小数点型の変

数を宣言する場合、

Double dblAns;

と記述すると、「java.lang.Double」と

いうJavaの倍精度浮動小数点型として

宣言されるし［注1］、

double dblAns;

と記述すると、「System.Double」とい

うCLR（共通言語ランタイム）の倍精

度浮動小数点型構造として宣言され

る。これは、Doubleだけではなく他の

変数型についても同様だ。

CLRとの親和性

変数型のように人の目には同じ意味

にみえるものでも、使われるクラスラ

イブラリが別になってしまうというパ

ターン以外にも注意が必要なことがあ

る。それは、JDK1.1.4互換ライブラリ

とCLRとの親和性だ。.NET Frame

workクラスライブラリとの使い勝手の

違いは、「JDK1.1.4互換ライブラリで考

慮してCLRを使っている」ということ

につながる。それだったら、素直に.NET

Frameworkクラスライブラリを選択し

たほうが良いと思うのは、手元にJava

で書いた大規模コードがないからだろ

うか。

VJ#.NETの開発環境は、Visual Basic

で定評のあったIDEという統合開発環

境の進化系であるMicrosoft Develop

ment Environment（MDE）だ。

MDEの起動

Windowsの「スタート」メニューか

らVisual Studio .NET 2003を起動する

と、「Microsoft Development Environ

ment ［デザイン］」画面が立ち上がる。

新しいプロジェクト

MDEのスタートページで、［新しい

プロジェクト］ボタンをクリックし、

「新しいプロジェクト」ダイアログから

「Windowsアプリケーション」を選択す

ると、自動的にフォーム（画面）をひ

とつ持ったアセンブリ（実行ファイル）

のプロジェクトが作成できる（図2）。フ

ォームの名前は、デフォルトのForm1.

jslから「0311VJ01.jsl」に変更した。

アセンブリの実行

この時点で、メニューから［デバッ

グ］-［開始］を選択すると、内部的に

図3のような流れで、ソースコードから

ネイティブコードへと変換が行なわれ

て、フォームだけのアプリケーション

が起動する。

そのときのコードはリスト1のように

なっていて、ポイントは以下の通りだ。

①名前空間を指定するためにpackage

宣言を行なう

②import宣言により、いくつかのクラ

スライブラリを単純名で指定できる

ようにして、コードをみやすくする

③extends指定でFormクラスを継承し

て、frm0311VJ01を定義する

④初期化ルーチンを呼び出すPublic関
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図1：VJ#.NETとJavaの違い

注1）コンパイル時に警告メッセージが出力される。
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